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1. 業務の目的 

小樽市民に対して、観光振興が地域のもたらす経済的恩恵などのメリットと、オーバーツーリズ

ムへの対策について周知し、理解を促すことで観光振興に対する市民の肯定的評価につなげること

を目的とします。 

 

2. 業務内容 

（１）広報資料の作成および配布 

観光の恩恵に関する、本市の観光入込客数や観光客動態、観光消費による経済波及効果、デジタ

ルデータ分析等及び観光庁や JNTO をはじめとする関係機関の情報をもとに、観光が地域にもたら

す具体的な恩恵を市民が分かりやすく可視化した資料を作成しました。 

また、オーバーツーリズムが地域にもたらす具体的な問題点（混雑、ごみ問題や生活環境への影

響等）と、本市や関係機関・民間事業者による対策について市民へ周知するための資料を作成しま

した。 

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】 

指 標： アンケート調査で資料を理解したと回答した割合 

目標値：５０%（令和７年度） 

【リーフレット仕様】A3サイズ・二つ折（仕上り A4 サイズ）・カラー印刷 

【リーフレット表面】 
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【リーフレット裏面】 

 

【リーフレットの配布方法】 

① 新聞折込：小樽市内 27,840 枚（道新・日経・毎日 20,190、読売 6,060、朝日 1,590） 

     令和 7年 11 月 23 日朝刊へ折込 

② 町会回覧：小樽市内全 161 町会 5,332 枚 

     令和７年 12月 1 日回覧開始 

③ 中学高校：小樽市内全中学校 12 校、全高校 7校で生徒向けに配布 

④ 市有施設、その他：下記へ令和 7年 11 月 17 日〜12 月 24 日の期間で配布 

 種類 施設名 

1 市有施設 小樽市役所本庁舎 

2 市有施設 駅前サービスセンター 

3 市有施設 塩谷サービスセンター 

4 市有施設 銭函サービスセンター 

5 市有施設 市立小樽図書館 

6 市有施設 小樽市民会館 

7 市有施設 小樽市生涯学習プラザ（レピオ） 

8 市有施設 小樽市民センター 

9 市有施設 小樽市いなきたコミュニティセンター 
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10 市有施設 小樽市銭函市民センター 

11 市有施設 小樽市保健所 

12 その他 小樽商科大学 

13 その他 札幌学院大学 

14 その他 小樽都通り商店街 

15 その他 梁川商店街 

16 その他 花園銀座商店街 

17 その他 サンモール一番街商店街 

18 その他 小樽公園通り商店街 

19 その他 堺町通り商店街 

20 その他 稲穂幼稚園（保護者向け） 

21 その他 長橋幼稚園（保護者向け） 

22 その他 杉の子保育園（保護者向け） 

 

【ランディングページの作成】 

弊社サーバー内にランディングページを作成し、情報の拡散に努めました。 
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（２）アンケート調査の実施 

リーフレットに下記アンケートを掲載し、調査および集計を実施しました。アンケートの回

収については、WEBフォームからの回答とハガキ郵送での回答の 2種類で実施し、令和 8年 1

月 1 日付けハガキの到着分をもって回収を終了しました。 

   【アンケート内容】 

問 1：本紙を読んで小樽観光の現状が伝わりましたか。〈選択式〉 

問 2：本紙を読んで観光が地域の経済効果や活性化につながることが伝わりましたか。 

〈選択式〉 

問 3：市民の安心快適なくらしと両立する小樽観光のあり方について、あなたの考えをご記入 

ください。（未記入可）〈記述式〉 

 

3. アンケート結果 

【回答者の年代】 

 

 

 

回答者のうち年齢を記入した人の最年少は 12 歳、最高齢は 90 歳であり幅広い市民から回答を得た

が 25歳〜44 歳が少なく、65歳以上（25.57%）が最も多かった。特にハガキ回答では、77.05%が 65 歳

以上となりました。 
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【問１】 本紙を読んで小樽観光の現状が伝わりましたか。 

 
 

【問２】 本紙を読んで観光が地域の経済効果や活性化につながることが伝わりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小樽観光の現状を「伝わった」と回答したのは 81.3%、観光が地域の経済効果や活性化につながるこ

とが「伝わった」と回答したのは 74.81%という結果から、本事業を通じて、小樽市の現状や観光の恩

恵、課題やその対策について地域で共有し、観光振興に対する市民理解の促進に繋がりました。 
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【問３】 市民の安心快適なくらしと両立する小樽観光のあり方について、あなたの考えをご記入くだ

さい。（未記入可） 

 

 

 

市民の安心快適なくらしと両立する小樽観光について自由記述にて聞いたところ、アンケート回答

者 262 人うち 178 人（67.94%）が回答しました。 

 

【自由記述内容の集計】 

 市民の安心快適なくらしと両立する小樽観光についての自由記述内容をカテゴリ別に集計すると下

記の結果となりました。なお、1人の意見の中に複数のカテゴリに分類される内容が記載されている場

合があるため、回答人数とカテゴリ毎の件数合計は一致しません。 

 

１．オーバーツーリズム・マナー・迷惑行為：45 件（混雑、違法駐車、安全性、取締りの要望 等）  

＜主な意見＞ 

・観光の時間帯と場所を拡散することで市民生活との混乱を緩和できると考えるので、集中を分散

する取り組みを実施してほしい。 

・観光誘致もいいが、まず、市民が快適に暮らせるようなオーバーツーリズム対策をお願いした

い。押しボタン式横断歩道を無視する外国人、冬シーズンに車道を歩く外国人への対策として交

通ルールに関する観光客のマナー啓発をもっと行ってほしい。 
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・観光地近隣での違法駐車（主にレンタカー）が頻発している。業者連絡や警察対応だけでは限界

があり、注意喚起ポスター等の周知強化を求める。 など 

２．交通（バス・周遊・駐車・道路）：33 件（路線バス混雑、増便、観光周遊導入、駐車対策 等）  

＜主な意見＞ 

 ・天狗山線の路線バスが混雑し、乗れない時間帯が多いため、混雑緩和策を求める。 

 ・市民の路線バス確保の観点から、観光客向けの周遊バス増設などの対策検討を要望。 など 

３．インフラ・環境整備：30 件（歩道除雪・街路清掃・大型トイレ・街灯強化 等）  

＜主な意見＞ 

 ・観光客が多いエリアの歩道凍結・段差が危険。また、駅から観光地までの歩道整備や除排雪につ

いても力を入れてほしい。 

 ・観光バス駐車場周辺に大型公衆トイレが少なく不便。トイレ整備の早期実施を求める。 など 

４．市民還元・優遇・参加：14 件（市民割・優遇、ボランティア活用 等）  

＜主な意見＞ 

 ・市内施設や飲食店での市民割・優遇制度を設け、観光の恩恵を実感できる仕組みの導入を。 

 ・観光地域の清掃等が行き届いておらずせっかくの小樽の街並みの魅力が半減している。高齢者や

若者のボランティアとして活動していただくのも手段ではないか。また、例えば観光客が多い時

間帯に草刈り等の活動をすると、ボランティア（市民）とのふれあいも生まれて観光の思い出が

一つ増えるのでは。 など 

５．多言語・情報提供・案内/ガイド：14 件（案内表示の多言語化、注意喚起、音声ガイド 等）  

＜主な意見＞ 

 ・多言語ガイドブックの配布と、マナー啓発の同時実施を行ってはどうか。 

 ・英語表記の看板を増やして道案内の分かりやすさを向上。 など 

６．宿泊税/観光税：11件（税率引上げ、使途の明確化、市民向け還元）  

＜主な意見＞ 

 ・宿泊税の引き上げを含めた財源確保と、歩道整備など安全対策の強化を提案。 

 ・宿泊税の上乗せで施策費用を賄うべき。 など 

７．商店街活性化：9件（都通り/サンモール/アーケードの空き店舗対策 等）  

＜主な意見＞ 

 ・小樽駅前アーケードの空き店舗が目立つ。特色づくりで運河依存の状況を改善すべき。 

 ・堺町通り商店街への観光客集中を、小樽駅周辺商店街へ分散（飲食・物販）する取り組みを進め

るべき。 など 

８．産業多角化・雇用：8件（観光依存リスク、雇用確保・産業誘致） 

＜主な意見＞ 

 ・小樽観光の現状や経済効果について理解できた点がよかった。 

 ・観光一本足では若者の就業機会が不足。他産業へ波及させ、さらなる雇用創出が必要。 
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 ・観光関連は正社員枠が少ないため、観光関連で働く場の拡充が人口維持に不可欠。 など 

９．自然資源・周辺エリア整備：7件（塩谷丸山・祝津・オタモイ等の整備、アクセス改善）  

＜主な意見＞ 

 ・塩谷丸山の駐車場およびトイレなどの基礎整備、登山口周辺の自販機設置等の実施。 

 ・祝津・オタモイ・旭展望台の整備と、標識や横断歩道の改善で安全性向上を。 など 

１０．エリア分散・ナイトタイム：5件（営業時間延長、夜間コンテンツ、中心部の面的拡張 等）  

＜主な意見＞ 

 ・夜のコンテンツ不足で宿泊滞在が伸びにくい。他都市の事例を学び夜間の賑わい創出を。 

 ・時間・場所の分散で混雑を緩和し、朝も夜も稼げる回遊整備を中心部から段階的に。 など 

１１．その他：70 件 

＜主な意見＞ 

・観光が地域にもたらす恩恵について改めて認識することができた。 

 ・施策の効果が見えない。市民生活の中で観光の恩恵を実感できる変化を重視すべき。 

 ・観光で得た財源を、転入者を増やすための空き家や農地などの活用に使用する。 など 
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4.事業評価と今後の展開  

 【事業評価】 

小樽の現状を国政調査、国立社会保障・人口問題研究所の推計、総務省の家計調査、北海道

観光入込調査のほか、小樽市で行っている観光客動態調査、観光基礎調査などの統計資料を用

いて現状を数値化したことで、観光が地域にもたらす恩恵を見える化し、市民と共有すること

ができました。併せて、市民の暮らしに身近な事業者からのインタビューを掲載することで、

観光の恩恵は観光事業者だけのものではない点を周知することができ、本事業のＫＰＩ指標

「アンケート調査で資料を理解した」と回答した割合は問１：81.30％、問２：74.81％とな

り、目標値（50％）を大きく超える結果となりました。また、観光振興に対する市民の意見や

感想・提言を引き出すことによって市民意識の向上に繋がりました。 

 【今後の展開】 

本事業でリーフレットの作成および広く周知を実施したことにより観光振興に対する市民理

解の促進に繋がったと言えるため、当該情報発信については単年度で終わらず次年度以降も継

続して実施することで市民理解の促進できると考えます。 

課題としては、見せたい現状に対する統計資料が古く（コロナ禍前）、現状と乖離するため

使えないものがあった点が考えられます。観光を取り巻く環境変化はスピードが速いのでタイ

ムリーな数値を共有することは困難ですが、次年度以降に実施する際は、適切な最新の統計資

料を収集する必要があります。 

また、アンケート問３の集計結果から、市民にとっては観光客のマナー問題や混雑への対策

についての関心が高いことが分かるため、「小樽観光の課題と対策」についてさらに周知して

いくことが必要と考えます。 


